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(Abstract)

Dissolved materials and fluxes of stream waters sampled at 13 stations along the Karigawa river system,
one of the Kanagawa public water areas on April 6, 1977 are described. The flux at Karigawabastri, the
lower part of the Karigawa river amounts to 7.54 m3 /sec is about 13 times of that of Sekiba, the upper
stream, ll% of whtch is inflowed by the lzumikawa river.

Most of waters dominate in Ca2* and HCOi. Total dissolved materials from the unpolluted major
stream are I 16.l to 158.6 ppm and those of branches such as the Horagawa, Yosadagawa and Senryoga-
wa rivers are 178J to 211.4 ppm. Major difference between them is abundant of HCOi in the branches.

Na+ and Cl- become high in the stream water between the two points, Hanastritabashi and Thukahara-
bashi. The flux of the Izumikawa river dominated by the effluent of the industrial waste water, which
contains considerably Na+ (28.3 ppm), Cl (30.5 ppm) and Br (3.M ppm) gives large effect to the
increase of chemical dissolved of the lhukaharabashi water. Br- in the waters of the lower reaches is
distinctly dominated by the effluent of the industrial waste water.
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:ま じめに

昭和43年 (1968)お よび50年 (1975)に 酒匂川水系河川の水質調査を実施 し,平野ら (1976)は狩

川の駒千代橋や狩川橋で採取した水質試料が酒匂川に比べて Na+(ナ トリウムイオン),Cl~(塩 素

イオン)に富み,人為的な影響を強 く受けていることを示した。

昭和52年 (1977)4月 ,狩川上流の関場から下流の狩川橋にいたる13箇所で採水し,水質分析を

行った。それらの資料を用い本報では Na+,Cl― 成分の増加と他の水質変化との関係について検討を加

えた。

当所は農林水産省の「農林水産業のもつ国土資源と環境の保全機能及びその維持増進に関する総合

研究」事業の一環として農業環境技術研究所から「酒匂川流域水かん養機能」の調査委託を受け,昭

和59年度から実施している。

この報告書は,河川が持つ地下水かん養機能を地球化学的に追跡するための基礎資料としてまとめ

たものである。

今までになされた狩川の水質調査

小林 純の調査 : 小林 (1954,1955,1971)は ,全国主要255河 川の水質調査を実施した。狩川の

塚原採水点で昭和27年 (1952)8～ 9月 の間に試料が 3回採取され分析されている (表 1)。 蒸発残

留物107.3脚 ,Na+6.2脚 ,Cl-5.2脚であった。当時の酒匂川 (山 北採水点)は 蒸発残留物95.3卿,

Na+5.6脚,Cl-2.2脚であった。

表 1.小林 純 (1954,1955)に よる

狩川の水質調査結果

分析値の単位は口.

分析値は測定回数の平均値で示した。

酒匂川総合開発基礎調査 : 昭和36年度 (1961)か ら,神奈川県

による酒匂川総合開発計画に基づいて,酒匂川水系河川の水質調査

が開始された。狩川の水質試料は当初猿山下滝で採取された。昭和39

年度 (1964)か ら猿山下滝のほかに狩川橋にも採水点がもうけられ

た。昭和41年度 (1966)か ら猿山下滝での採水が中止され,あ らた

に神明橋で採水されるようになった。

これらの調査結果は酒匂川総合開発基礎調査中間報告書(1)一M

(神奈川県,1962-1966),酒 匂川総合開発基礎調査報告書,昭和

41年度-51年度 (神奈川県,1967-1977)に より発表されている。

昭和52年度の調査結果は神奈川水資源基礎資料 (神奈川県企業庁,

1979)と して発表されたが,昭和53年度以降の調査結果はまだ発表

されていない。

酒匂川開発事業はこの間に次のように進展した。

昭和48年 8月 31日   飯泉取水施設完成

昭和49年 4月 1日   同施設より取水開始

-110-

採 水 地 点 塚   原

採水期間 (昭和 )

採 水 回 数

pH

蒸発残留物 (卿 )

浮 遊 物 (卿 )

S042-

HC03~

P

N03~N

27 8-27.9

3

73
107 6

13.0

0 04

1.71

6.2

158

2.9

0.27

5.2

5.4

68.8

0.02

0.41

い貯
Ｍ
ば暉
Ｆｅ



昭和49年 5月 17日

昭和53年 2月 28日

昭和53年 7月 28日

昭和53年 11月 24日

三保ダム起工式

三保ダム貯水開始

三保ダム竣功式

ダム貯水位が満水位に到達

神奈川県水質調査年表および公共用水域水質測定結果  : 一方,昭和46年度 (1971)か らは,神奈

川県等による県内公共用水域の水質調査が開始されている。これらの調査結果は年度毎に神奈川県水

質調査年表 (昭和46年 度-57年 度)(神奈川県,1972-1984)と して発表されている。昭和46年 度

～50年度の調査では Cl― の分析は行われなかったが,昭和51年度 (1976)か らCl~も 分析されるよう

になった。

この調査を基にして,昭和49年 度 (1974)よ り公共用水域水質測定結果 (昭和49年 度-58年度)

(神奈川県ほか 5市 )が発表されている。これは水質調査年表の測定点ごとに,各水質測定項目の年度

間平均値,最小値,最大値をまとめたものである。

表2.酒匂川と狩川の塩素イオン (C「 )分析結果

(分析値の単位 :

日召ホロ

(年度

匂

'酉

狩

橋徳報 橋狩

平均値 1最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
５‐

５２

５３

　

５４

５５

５６

５７

５８

6.0

7.7

60006.7

10.0)Ⅲ
Ⅲ

8.5

10.0

9.2

9.0

22.0

10.9

11.4

17.0

176
15.0

11.8

12.0

13.0

59
1.1

10.0

9.5

6.7

62
10.0

5.0

19.0

27.0

25.0

29.0

29.0

16.0

18.0

44.0

*  公共用水域水質測定結果 (神奈川県ほか,昭和51年度-58年度)

** 最大値60006.7脚を異常値として,のぞいて集計した。

狩川 (狩川橋)と 酒匂川 (報徳橋)の Cl~を各年度毎に表 2に まとめ,それを図示した (図 1)。

表 2では,昭和53年度 (1978)酒 匂川 (報徳橋)の Cl~は 平均値2507.5脚,最大値60006.7脚 となっ

ている。昭和53年度水質調査年表によると,こ の異常値は昭和53年 7月 4日 11時40分 に測定されてい

て,海水の Cl~の約 3倍に達する塩水が流れていたことになっている。しかし,Cl―以外の測定項目に

異常が見られないことや,上流の十文字橋あるいは下流の飯泉取水堰の測定値に異常が見られないの

で,Cl-60006.7脚 はなんらかの誤 りと思われる。この測定値を除くと昭和53年度酒匂川 (報徳橋)の

Cl― は,平均値7.57卿,最大値10.0脚 となる。図 1は ,こ の修正した値を用いて描いてある。図 1か ら

次の事が判る。
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(1)狩川 (狩川橋)の Cl~は ,酒匂

り||(報徳橋)の 1.5～ 3.2倍 (平均

値)である。

12)昭和53,54年度狩川の Cl~(平

均値)は 17.0～ 17.6脚で,そ の前

年度に比較して約 6脚増加 した

が, 55年度以降しだいに減少し

11-1助興となっている。

0)狩川の Cl~は最小値,最大値の

差が大きい。 昭和58年度最小値

5.0脚,最大値44.0脚で特に著 し

(4)酒匂川の Cl~は昭和53年度以降

の増加が顕著である。昭和53年 は

三保ダムに貯水が始まった年で

ある。

水質試験所の分析試験  : 酒匂川

下流の飯泉に取水施設が完成する4

年前の昭和44年から,県内広域水道

企業団水質試験所は,酒匂川水系の

水質分析を行っている。分析結果は水質試験成績並びに調査報告として第10集 まで発表されている(水

質試験所,1975-1984)。 酒匂川取水の定期的な分析結果とは別に,こ の水系河川における興味ある

調査結果が報告されている。

(1)狩川の導電率とCl― が高 くなるのは13時から16時の間で,その上昇の急激な状況から判断すると

変動の原因は工場排水と考えられる (第 1集,1975)。

(2)狩川は導電率,Cl― ,過マンガン酸カリウム消費量,臭気濃度,大腸菌群数などが酒匂川に比べ

て多い。大腸菌群数以外の項目は上流にある工場の稼動時間に著しく影響される。昭和49年 (1974)

10月 17日 ～18日 の調査では Cl― は17日 19時 より翌朝 5時の間に特に多くなった (第 2集,1976)。

(3)昭和51年 (1976)10月 6日 および昭和52年 (1977)11月 15日 の調査によると,狩川では駒千代橋

で導電率,Cl―が急に高 くなる。これは花下橋～駒千代橋間で狩川に合流する泉川の導電率,Cl― が

高いからである。泉川は水温も高い (第 5集,1979)。

図1 酒匂川 (報徳橋)と 狩川 (狩川橋)の塩素イオン (C卜 )

(公共用水域水質測定結果による)
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図2 狩川水系河川の調査地点 (こ の地図は国土地理院発行の1/25,000図「小田原北部」・「関本」を使用した)

酒匂川水系保全協議会  : 昭和36年 (1961)か ら酒匂川水系保全協議会は独自に酒匂川水系の水質

調査を実施し,現在にいたっている。狩川では駒千代橋と狩川橋の試料が分析されている (酒匂川水

系保全協議会,1966-1984)。

狩りll水系の水質調査

県内各機関が狩川の水質調査をそれぞれ独自に実施していることはすでに述べた通りである。狩川

の 1～ 2箇所で実施されているこれらの分析結果が,こ の河川本来の水質とどんな関係にあるかを明

らかにするために,狩川水系の水質調査を実施した。

採水地点および調査結果

昭和52年 4月 6日 に流量調査と採水を実施した。調査の最上流部は関場,下流部は厚木小田原道路

下である (図 2)。 多くの機関が採水点としている狩川橋は,こ の道路の約250m下流にあるが流況

はほとんど変わりがないので,最下流部の調査地点を狩川橋と呼ぶことにする。

流量測定結果および水質分析結果を表 3に示した。
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流量

狩川の流量変化を図3に示した。この日の狩川橋の流量は7.54m3/seCで あった。酒匂川総合開発基

礎調査報告書 (昭和48年度)に よると狩川橋における平水量は7.58m3/seCと なっている。この日の

表 3.狩川水系河川の水質

河 狩 用水溝 狩

号番 2 3 4 5 6

採 水 地 点 関 場 雨 坪 大雄橋 中 沼 中 沼 花下橋

流   量 (m3/seC)

水   温 (℃ )

pH

電 導 度 (μS/Cm)

蒸発残留物 ( 脚 )

0.56

11.2

7.2

78。 1

91.2

0。 55

13.2

7.3

93.1

101.5

0.74

13.9

7.3

119。 6

121.0

0。 25

14.1

7.1

128.1

121.5

15.8

7.3

124.4

124.5

1.38

15.1

7.3

123.0

124.0

NH4+

K+

Na+

ca2+

Mg2+

0.99

4。 29

7.98

2.83

1.11

4.72

9.52

3.50

0.02

1.07

9。 53

10。 1

3.67

0。 28

1.28

8。 99

11.6

4.23

1.27

8。 69

11.0

4。 11

0.32

1.28

8.30

11.2

4。 12

Cl~

Br~

S042-

HC03~

N03~

2.43

4.21

43.2

0

3.11

6.03

46.0

2.26

4。 22

14.0

50.0

5。 91

5。 59

11。 3

53.4

6.06

5.17

12.5

48.8

6.73

5.17

11.4

51.1

6.18

H4Si04 50。 2 50。 6 50.8 57.3 62.7 59。 8

溶存酸素 (DO)

BOD
KMn04消 費量

一般細菌数 (祀 )

大腸菌群数 (mι )

10。 6

1.1

0。 3

80

16

10.5

2.6

0.92

1100

390

10。 2

1.8

1.34

1400

160

8。 57

5.1

3.71

13000

730

8.89

3.6

2.70

8800

430

イオン強度 (1.S。 )

HC03~の 活量 (× 10~4)

10gPC02(気圧 )

0.0012

6。 80

-2.55

0.0014

7.22

-2.62

0.0018

7.80

-2.59

0.0019

8.32

-2.36

0.0019

7.61

-2.60

0,0019

7.97

-2.58

(化学分析値の単位は響)114-



2:5

狩川は平水時の流況であった。

関場～大雄橋  : 関場の流量は0.56m3/seC,雨 坪は0.55m3/seCで ほとんど増減がない。大雄橋で

は0.74m3/seCで ,雨坪～大雄橋の約1.5kmの 間に約0.2m3/seC増加した。

調査結果 (昭和52年 4月 6日 採水)

泉 狩

'同

要定川 仙了サ|| 狩

7 8 9
ｎ
υ

●
乙 13

泉 塚原橋 山道橋
狩 川

合流点

狩 川

合流点

狩 川

合流点
狩川橋

0.83

21.3

7.3

232.0

173.0

3.15

18.3

7.4

174.2

135.0

4.95

16.4

7.3

165.5

128.5

14.9

7.3

152.4

118.5

0。 48

16。 2

7.2

169.1

130.0

16.5

7.2

193.2

149。 4

7.54

16.4

7.6

239.0

176。 7

0。 50

5.24

28.3

13.0

3.99

0。 23

2.98

16.3

13.0

4.44

0.15

1.98

8.79

17.0

6.44

0.23

1.86

8.07

15。 6

5。 92

0.15

1.76

8.49

18.1

6.65

0.24

2.00

11.5

19.4

7.33

0。 41

2.46

27.6

15.0

6.02

30.5

3.04

18.9

59.6

8.47

15.2

1.42

15。 7

59.6

7.75

5.54

17.1

76。 7

4。 66

4.54

17.1

68.2

5。 64

5.01

16.8

84。 1

3。 98

10.3

15。 6

86.3

4。 33

21.4

0.55

29.0

78.4

8.89

55.1 60.8 57.0 51。 2 54.4 54。 6 55.8

8.61

3.6

5.85

64000

810

8.72

2.1

2.82

18000

450

9.74

2.6

2.23

6800

420

9.08

2.3

4.87

11000

250

9.01

2.0

2.82

5300

180

7.21

4。 2

3。 24

8100

280

8.52

3.1

1.93

13000

0.0031

9.17

-2.52

0.0025

9.22

-2.62

0.0027

11.84

-2.41

0.0025

10.55

-2.46

0.0028

12.97

-2.27

0.0031

13.27

-2.26

0.0035

12.00

-2.70

― H5-



図3 狩川の流量と塩素イオン濃度 (昭和52年 4月 6日 )

大雄橋～花下橋  : 大雄橋～花下橋の約1.7価の間に流量は大雄橋の約 2倍弱の1.38m3/seCと な

る。この間で化学成分の大きな変化はない。

泉川 : 花下橋下流で狩川に合流する泉川の流量は水質試料採取時には0.83m3/seCで あったが,

その直後に急に流量が増えだした。泉川を上流にたどり,流れの源がフィルムエ場の放流水であるこ

とを確認した。

塚原橋  : 塚原橋の流量は3.15m3/seCで ある。泉川の0.83m3/seCを差引くと,狩川本流の流量は

2.32m3/seCで ある。花下橋が1.38m3/seCで あるから,花下橋～塚原橋の約1.2bの間に流量は0.94

m3/seCふ えたことになる。泉川は流量測定直後に目に見えて流量が増加したので,その後に測った

塚原橋では泉川の寄与が上記の量より多くなっていると思われる。分析値を基にして,流量の量比の

検討を後に試みる。

山道橋  : 洞川,要定川 (0.48m3/seC)が 合流した山道橋の流量は4.95m3/seCで関場の流量の

9倍 となる。この内,泉川の流量 (0.83m3/seCと して)が17%を しめている。

狩川橋  : 狩川橋の流量は7.54m3/seCで ある。山道橋～狩川橋の約2.5mの 間に流量は約2.5m3/

sec増加する。この間で栢山,富水方面から流れる仙了川が合流している。

水質変化

分析結果 (表 3)を基にして,狩川の水質変化をパターン図とキーダイヤグラムで示した (図 4,

5)。 狩川の上流から下流にいたる水質変化の特徴は次の通 りである。

関場～雨坪  : 蒸発残留物91.2～ 101.5脚 ,Ca2+_Hc03~(カ ルシウムー重炭酸塩)型の水質であ

る。人為的汚染をほとんど受けていない河川水である。

大雄橋～花下橋  : 蒸発残留物121.0～ 124.0脚 で,雨坪に比べ約20脚増加している。主として Na+
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(ナ トリウムイオン),S042-(硫酸イオン),N03~(硝酸イオン),H4Si04(珪酸)が増加してい

る。

泉川 : 水温 (21.3℃ )が高く,食塩成分 (NaCl,塩化ナ トリウム)に富む工場排水である。Na+

(28.3卿),Cl― (30.5脚)のほかにK+(5.24脚,カ リウムイオン),Br~(3.04脚,臭素イオン)が

普通の河川水に比べて多い。

塚原橋  : 泉川の合流により,塚原橋の試料はパターン図で Na+― HC03~(ナ トリウムー重炭酸

塩)型の水質になっている。河川水でこの水質になることは大変めずらしい。ここより下流では,狩

川本来の水量と合流する泉川の水量の比によって水質が著しく変化することが容易に想像できる。

洞川,要定川,仙了川 : 酒匂川右岸の足柄平野を流れて狩川に合流するこれら3河川の水質の特

徴は,HC03~(重 炭酸イオン)に 富むことである。狩川の HC03~が 43.2～ 51.1脚であるのに対し, こ

れら3河川は68.2～ 86.3mで ある。

lb 05 0 05 10喘ご
哺場

(1〕>
2H4◆

…

ら

叫
l―

図4 狩川水系河川の水質パターン図

― H7-



０
０

図5 狩川水系河川の水質キーダイヤグラム (meq)

山道橋付近から洞川,要定川の合流

により狩川の水質は HC03~が増え,

総溶存成分 も増加するようになるの

だが,今では泉川の影響が大 きく,

この特徴は良 く判らない。

小林 (1954,1955)の塚原での分析

結果を見ると (図 4),当 時の狩川

の水質は洞川や要定川の水質に似て

いる。

山道橋  : 狩川の試料であるが,

要定川に寄 った川岸で採水 したた

め,成分組成はほぼ要定川と同じで

あった。この試料は狩川本流とほと

んど混合 していなかった。

狩りll橋  : パターン図では Na+
~HC03~型 の水質を示している。山道橋付近より下流で狩川に流出するHC03に 富む水質の影響が強

い。泉川で3.04脚検出された Br―は狩川橋で0.55脚であった。

狩川橋の試料であらたにS042-が 多い特徴が見出された。この調査の分析試料では最 も多〈S042-

は29.0脚であった。s042-は主として Na2S04(硫酸ナ トリウム,亡硝)成分として増加している。

Na2S04成分は山道橋～狩川橋の間で増加 していると思われる。

Na+,CI―,Brと 河りll流量

泉川の試料は Na+,Cl― 成分に富む工場排水であるが,これは著量の Br~(臭素イォン)を含んでい

る。Br―の分析はイオンクロマ トグラフ装置 (Dionex社 製,Mode1 2020i)を 用いて行った。Cl-30.5

回に対して Br-3.04脚 で,Br― /Cl― (重量比)は 0.0996である。

White(1957)に よると海水の Br~/Cl― (重量比)は 0.0034,石 油餞水が0.0001～ 0.01,火山性熱

水は0.0001～ 0.001で あると云う。泉川の Br~/Cl― は海水の比の約30倍である。

狩川橋の Br~は 0.55脚,Br~/Cl― は0.0257で,泉川の Br~/Cl― 比の約%に なっている。このこと

は狩川橋で21.4脚に達 している Cl― は,泉川から流入する Cl― だけでは不足で,泉川以外にもCl― を

増加させる要因が存在することを示している。

泉川と塚原橋の流量  : 狩川水系試料の Na+― Cl― の関係を図 6に 示した。塚原橋の試料は花下橋

と泉川の間にある。

花下橋,泉川,塚原橋における流量,Cl― ,Br― を基に狩川の流れに対する泉川の寄与を見積ってみ
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よう。

(1)泉川0.83m3/seC,Cl-30.5脚 ,塚

原橋3.15m3/seC,Cl-15.2卿 を基に

する。花下橋～塚原橋の約1.3kmで

狩川本流は0.94m3/seC増 えて2.3

2m3/seCに なり, その Cl~は 9.72

脚で収支が合う。花下橋～塚原橋

の間に泉川以外の要因で Cl― が5.

17卿から9.72脚 と4.55脚増加する

計算で,こ の Cl~の 増加量は大き

すぎるように思える。

12)泉川の流量は測定直後に増加 し

たので,泉川の流量を未知数にと

りその Cl~と 塚原橋の流量 とcl― を

基にする。この場合は泉川1.25m3

/sec,狩 川本流1.90m3/seCが 合流して塚原橋の流量 となった事になる。これは,花下橋～塚原

橋の間で狩川本流のCl~が5.17脚で変化していないとして計算した。

(0 泉川の Br~と 塚原橋の流量,Br― を基準にする。泉川1.47m3/seC,狩 川本流1.68m3/seCで 塚原

橋の流量となる。この流量とCl― の分析値を用いて計算し直すと,狩川本流の Cl~が花下橋の5.17脚

より少なくなる。

泉川は流量測定を終えた直後に水位が上昇し水かさが増えたので,塚原橋の調査時には泉川から1.

3～ 1.4m3/seCが狩川に流入していたと云う見積 りは妥当と思われる。

狩川橋の C卜 : 狩川橋の流量は7.54m3/seC,Cl-21.4脚 である。泉川の流入量1.3～ 1.4m3/seCは 狩

川橋流量の17～ 19%で あるから,こ の程度の寄与では泉川の Cl~が30.5卿でも狩川橋の Cl~を 21.4脚

に高めることはできない。

狩川橋と泉川の Br~を基にして泉川の流入量を求めると1.36m3/seCと なり,塚原橋での見積 りとほ1

ぽ一致する。流量1.36m3/seC,Cl-30.511mの 泉川の排水が狩川に合流したとしても狩川本流の Cl― が

19.4脚 に増加していなければ狩川橋の Cl~は 21.4脚に達 しない。狩川橋の Cl~は泉川以外の要因が大き

く影響を与えていることが判る。

炭酸ガス分圧

河川水は大気と接して流れているので,炭酸ガス分圧 (Pc02)は 大気 (Pco2,10~・5気圧)と 平衡

にあると考えられるが,酒匂川水系河川ではPco2は 10~3.66～ 10-2・
04気 圧の範囲にあった (平 野ら,

γ
タ

/
Jレ//

/′

〓
Ｅ
ヽ
ｚ

05 c17mm。|) 10

図6 河川水のナトリウムイオン (Na+)と 塩素イオン (C卜 )の関係
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図7 河川1水の炭酸水素イオン (菫炭酸イオン,HCOr)
と炭酸ガス分圧 (Pco2)

が10-2`6～ 10-226気圧の範囲にあった (図 7)。

1976) 。

狩川水系の河川水の Pc02を次式により

算出した (Garrels and Mackenzie,

1971)。

10g PC02=10g〔 HC03→ +7.32-pH

Pc02:河川水の炭酸ガス分圧 (気圧)

〔HC03→ :HCO「の活動度

pH:採水時のpH

pKl =6.35,  pKco2 =1.47

狩川水系河川では Pc02は 10~2.70～

10-226気 圧 の範囲である (表 3)。

狩 川本流の Pc02が 10~270～ 10_255

気圧,洞川,要定川,仙了川のPco2

あとがき

県内各機関の調査報告では,狩川の駒千代橋や狩川橋における河川水の Cl~は ,酒匂川に比べて 2

～3倍多い。

花下橋下流で狩川に合流する泉川からNaCl成分に富む工場排水が流入している。駒千代橋から塚

原橋にかけて Cl― が多いのは,泉川からの流入水に原因がある.

狩川橋におけるCl~が多い原因は泉川の流入水だけで説明できない。山道橋より下流にも,各種の

NaCl成分に富む人為的汚染源が狩川に流入しているはずである。さらに,こ の地域では Na2SO`成

分に富む流入水もあると思われる。

また,泉川の放流水によって狩川に Br―が検出されることも,こ の川の特徴と云えるのであろう。

Br/Clは海水の 8～ 28倍 となっている。

やがて稼動する酒匂川右岸終末処理場によって,河川水の化学成分がどのように変わるか注目され

る。
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なお,この調査は温泉地学研究所研究等調査費および水かん養機能調査費 (農林水産省,農林水産業
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写真１　関場

(昭和52年４月６日撮 影，以下同じ)

写真２　雨坪

写真３　大雄橋



写真４　花下橋から上流方向

写真５　泉川

写真６　塚原橋から上流方向
｜



写真７　塚原橋から下流方向

|　
写真８　岩原水位観測所 （企業庁）

写真９　狩川橋（厚木小田 原道路下）
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